
 令和６ 年度 

 大 学生 の地域参加促進事業実施委託 

 報告書 



 １  目 的 

 少子 高 齢化、 人 口 減少社会が進展し 、 市民 自 治のまち づく り を 進める 上で、 よ り 多様な世代の参加が求め 

 ら れている昨今。 多摩区役所においては、 区役所と 区内３ 大 学（ 専修大 学・ 明治大 学・ 日 本女 子 大 学） で構 

 成する 「 多摩区・ ３ 大 学連携協議会」 において、 若者が多く 住む多摩区の強みを 活かし 、 大 学生 の主体的な 

 地域参加を 促進する手 法について検討し てき た。 こ れまでの検討内容を 背景と し 、 区内の様々な地域を 学生  

 の学びの実践フ ィ ールド と 捉え、 地域住民 と の交流や地域活動体験等を 通じ て、 単なる座学だけでは得ら れ 

 ない多く の気づき や学びを 得て、 地域と のつながり や関心 を 強め、 多摩区への愛着意識を 醸成する取組を 進 

 めるこ と で、 大 学生 と 地域が連携し た活力 ある 地域づく り につなげる こ と を目 的と し て本事業を 実施する 。  

 具体的には、 大 学生 が一 連のプロ グラ ムを 通し て、 地域と の交流する 機会を 創出する 。 受注者は、 こ れら の 

 プログラ ムを 効果的、 効率的に実施する ため、 本事業の企画提案、 必要な調整及び支 援を行 う 。  

 ２  実施概要 

 （ １ ） テーマ 

 多摩区の食 を 楽し も う  

 （ ２ ） 支 援対象者 

 区内３ 大 学（ 専修大 学、 明治大 学、 日 本女 子 大 学） に在籍する大 学生  

 （ ３ ） 対象者等 

 ア｜多摩区役所まちづく り 推進部企画課が募集する15名程度 

 イ ｜15名程度を ３ グループ程度に分けて、 地域連携を 実施する 

 昨年度は、 「 多摩区ソ ーシャ ルデザイ ンセンタ ー（ 以下、 多摩SDC） 」 の事業と 「 たまなび」 を 協働で実 

 施、 区内３ 大 学に在籍する大 学生 への呼びかけに加え、 多摩SDC側が広く 呼びかけた大 学生 も 参加し 、 同 

 事業に参加し た。 今年度は「 たまなび」 のみでの開催と し た。  

 （ ４ ） 主な内容・ スケジュ ール 

 ０ ｜対象者募集［  8月 26日 （ 月 ） 〜  9月 13日 （ 金 ） ］  

 事務局・ 受託者間での企画検討や告知の方 針などについての打ち 合わせ後、 受託者側で募集チラ シ・ ポス 

 タ ーを 作成。 各所への配布・ 貼付の他、 各大 学のポータ ルサイ ト での呼びかけ等を行 っ た。 参加者は３ 大  

 学、 計12名と なっ た。  

 １ ｜オリ エンテーショ ン等の実施［  9月 24日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩区役所６ 階  ］  

 全６ 回のプログラ ムのオリ エン テーショ ン を 初回に実施。 参加大 学生 （ 以下、 大 学生 ） に対し て、 本事業 

 の目 的や内容等の周知、 多摩区の「 食 」 「 農」 についての情報提供、 大 学生 の班分けなどを 実施。  
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 ２ ｜多摩区の農地を 知ろ う ［  9月 29日 （ 日 ） 10:00 - 15:00  @ 高 橋農園、 ミ ラ イ ノ バ街中空き 地  ］  

 かわさ き ・ 食 と 農のコ ミ ュ ニティ 代表の清水 まゆみ氏 を ゲスト に迎え、 のら ぼう 菜栽培等を行 っ ている高  

 橋農園の視察を行 っ た。 休憩を 挟み、 ミ ラ イ ノ バ街中空き 地を見 学、 その場でワーク ショ ッ プを 実施。  

 ３ ｜レ シピ を 考えよう ［  10月 22日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩市民 館料理室  ］  

 フ ラ ン ス料理店ディ アログ・ オーナーシェ フ の好井祐輔氏 を ゲスト に迎え、 多摩区の野菜等を 使っ たレ シ 

 ピ の検討を 実施。  

 ４ ｜イ ベン ト を 考えよ う ［  11月 5日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩市民 館料理室  ］  

 引き 続き 好井祐輔氏 を ゲスト に迎え、 レ シピの確定や、 イ ベン ト 実施内容の検討を 実施。  

 ５ ｜お店を 開店し よう ［  12月 7日 （ 土 ） 9:30 - 17:00  @ 多摩市民 館料理室、 SUGAR TIM E COFFEE  ］  

 前  半  は  多  摩  市  民   館  料  理  室  で  料  理  を   仕  込  み、   後  半  は  登  戸   ２   号  線  沿  い  の  SUGAR  TIM E  COFFEE  の  敷  地  を   お  借  り  

 し て、 仕込んだ料理を 振る 舞う お店を 運営。  

 ６ ｜振り 返ろ う ［  12月 17日 （ 火 ） 18:30 - 21:00  @ 多摩区役所６ 階  ］  

 こ こ までのたまなびを 振り 返り 、 大 学生 各自 のこ れから の展望の共有、 地域活動団体の紹介、 その後交流 

 会を 実施。  

 ３  実施内容の報告 

 以下では、 実施し た内容のう ち 、 主に受託者が関わっ た内容について、 実施の時系列で報告する。  

 （ ０ ） 事前ミ ーティ ン グ［  8月 1日 （ 木 ） 10:30 - 12:00  @ 多摩区役所  ］  

 本事業の受託者決定後に一 度、 企画課と 受託者の間で打ち 合わせを 設け、 募集告知、 オリ エン テーショ ン  

 及びそれ以降のプログラ ムについて確認を行 っ た。 事前ミ ーティ ング前には、 受託者が本事業のサポータ ー 

 と し て関わる 清水 まゆみ氏 、 好井祐輔氏 、 スミ ナツコ 氏 と の顔合わせも 行 っ た。  

 サポータ ーの皆さ ん 

  清水 まゆみ氏 ： かわさ き ・ 食 と 農のコ ミ ュ ニティ 代表。 川崎市多摩区で農業を 営んでいた故・ 髙橋孝次氏  

 の思いを 受け、 多摩区の伝統野菜であるのら ぼう 菜の普及活動を 続けている。  

  好井 祐輔氏 ： 下北沢にある、 ミ シュ ラ ン のビ ブグルマン に選ばれている フ ラ ンス料理店「 ディ アロ グ」  

 のオーナーシェ フ。 多摩区在住。 地域貢献に興味を 持ち 、 サポータ ーと し て参加。  

  スミ ナツコ 氏 ： 多摩区でさ まざまなまちづく り 活動に取り 組むデザイ ナー。 多摩区PRアン バサダーに就任 

 し 、 精力 的に地域を 盛り 上げている。  
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 （ １ ） オリ エンテーショ ン［  9月 24日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩区役所６ 階  ］  

  内容：  

   18:00 開会・ はじ めに 

   18:05 たまなびについて 

   18:15 スタ ッ フ ・ サポータ ーの紹介 

   18:40 テーマ「 食 」 について 

   18:55 自 己 紹介 

   19:05 グループワーク （ 席替えを し ながら 参加者同士 で交流）  

   20:50 今後の進め方 ・ 事務連絡 

   20:55 閉会 

 「 たまなび」 のオリ エンテーショ ン を行 っ た。 多摩区役所企画課から の挨拶以降は受託者が司会進行 を 担 

 当。 たまなびの概要や多摩区についての説明、 サポータ ーと し て関わる ３ 名の紹介（ スミ ナツコ 氏 のみ同 

 席） 、 テーマである「 多摩区の「 食 」 を 楽し も う 」 に関わる 「 食 」 「 農」 などについての情報を 提供し た。  

 学生 それぞれの自 己 紹介後のグループワーク は、 「 学生 生 活で楽し いこ と っ て？」 「 多摩区のイ メ ージっ て 

 ある？」 「 「 食 」 っ てテーマで何ができ る？」 と いう ３ ラ ウンド のワールド カ フ ェ 形式（ 席替えし ながら色  

 んな人 と 意見 交換を行 う 形式） で実施。 参加学生 の交流の時間と し 、 最後に大 き く 「 つく る チーム（ 料理担 

 当） 」 「 めぐ るチーム（ 企画担当） 」 の２ チームを つく っ た。  

   
 オリ エンテーショ ン          グループワーク で意見 交換 

 （ ２ ） 多摩区の農地を 知ろ う ［  9月 29日 （ 日 ） 10:00 - 15:00  @ 高 橋農園、 ミ ラ イ ノ バ街中空き 地  ］  

  内容：  

   10:00 開会・ はじ めに 

   10:05 清水 氏 と まち 歩き  

   11:40 後半に向けての確認／休憩 

   13:00 後半の進め方 の確認 

   13:20 のぼり と 園芸部の紹介 

   13:30 グループワーク （ フ ィ ールド ワーク に向けて意見 交換）  

   14:50 今後の進め方 ・ 事務連絡 

   15:00 閉会 
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 ゲスト と し て清水 まゆみ氏 にお越し いただき 、 JR南武線稲田 堤駅から 徒歩10分程度の高 橋農園へ。 多摩区 

 の伝統野菜である のら ぼう 菜の紹介や、 栽培状況の見 学などを行 い、 矢 野口 駅までまち歩き を し た。 後半は 

 登戸 駅で集合し てミ ラ イ ノ バ街中空き 地へ移動し 、 担当者の方 から 「 のぼり と 園芸部」 の活動について紹介 

 を 受けた。  

 前半の気づき を 共有し た後、 グループワーク と し て、 宿題のフ ィ ールド ワーク に向けた作戦会議などに時 

 間を 当てた。  

   
 清水 まゆみ氏 のレク チャ ー                  高 橋農園を見 学 

   
 まち歩き をし ながら 別の畑を見 学                ミ ラ イ ノ バ街中空き 地 

 （ ３ ） レ シピ を 考えよ う ［  10月 22日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩市民 館料理室  ］  

  内容：  

   10:00 開会あいさ つ 

   18:05 好井氏 の紹介 

   18:15 フ ィ ールド ワーク の共有 

   18:25 レ シピ づく り の意見 交換 

   19:10 グループワーク  

   20:35 片 付け 

   20:50 今後の進め方 ・ 事務連絡 

   20:55 閉会 
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 （ ４ ） イ ベン ト を 考えよ う ［  11月 5日 （ 火 ） 18:00 - 21:00  @ 多摩市民 館料理室  ］  

  内容：  

   18:00 開会あいさ つ 

   18:05 チームに分かれてワーク  

   19:45 試食 & 意見 交換 

   20:25 片 付け 

   20:50 今後の進め方 ・ 事務連絡 

   20:55 閉会 

 多摩区在住でも ある フ レ ン チシェ フ の好井祐輔氏 を 迎え、 たまなび第３ 回、 第４ 回を 通じ て、 イ ベント で 

 提供する 料理のレ シピ づく り を行 っ た。 多摩区の野菜を 活用 し ながら 少し 特別感のある 料理と し て、 好井氏  

 から ミ ート ロ ーフ がすすめら れ、 第３ 回ではまず試作。 第４ 回で「 つく るチーム」 を 中心 に、 大 き さ や提供 

 量などの調整を行 う と 共に、 大 学生 側から 提案のあっ た和梨のコ ンポート を 添えたスイート ポテト づく り も  

 行 っ た。  

 並行 し て「 めぐ るチーム」 はイ ベン ト の企画や広報などについて検討。 最終的に販売ではなく 、 料理を 振 

 る 舞いながら 、 多摩区の野菜や、 農についての紹介などを行 う 企画にまと まっ た。 実施場所は登戸 ２ 号線沿 

 いにある 「 SUGAR TIM E COFFEE」 の敷地を お借り する こ と になっ た。 なお、 イ ベント 企画を 詰めるミ ー 

 ティ ン グや、 料理の練習、 広報物の作成・ 配布など、 講座外の時間を 使っ た本番に向けて複数回の準備を  

 行 っ た。  

   
 好井氏 を交えてレシピづく り                ミ ート ローフ の試作 

   
 企画を考える                     スイート ポテト をつく る  
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 （ ５ ） お店を 開店し よ う ［  12月 7日 （ 土 ） 9:30 - 17:00  @ 多摩市民 館料理室、 SUGAR TIM E COFFEE  ］  

  内容：  

   09:30 開会あいさ つ 

   09:40 準備する  

   12:55 現地設営 

   13:50 最終確認 

   14:00 オープン  

   16:00 撤収作業 

   16:50 今後の進め方 ・ 事務連絡 

   17:00 閉会 

 事前に購入 し ておいた多摩区の野菜や材料を 使っ て、 前半は料理室で約100人 分のミ ート ローフ 及びス 

 イート ポテト を 調理。 午後並行 し て現地の設営を行 い、 14時から ２ 時間、 地域の方 に料理を 振る 舞う 企画を  

 実施し た。 料理の提供担当、 地域の方 と の交流担当、 チラ シの配布担当などに分かれ、 イ ベント を 進めて 

 いっ た。 ミ ート ロ ーフ は、 さ つまいも 入 り 、 ブロ ッ コ リ ー入 り の２ 種を用 意し て好き な方 を 選んでも ら い、  

 スイート ポテト を つけて提供し た。 ２ 時間を 通じ て100食 を 配り 切り 、 用 意し たレ シピ リ ーフ レ ッ ト を 渡し  

 ながら 、 地域の方 々と の交流が続いた。  

 また、 イ ベント への誘導や賑やかし を 兼ね、 登戸 区画整理事務所への道路占用 許可申請、 及び警察署への 

 道路使用 許可申請を行 い、 登戸 ２ 号線、 SUGAR TIM E COFFEE前の歩行 空間に組み立 て式屋台を ２ つ並べ、  

 スミ ナツ コ 氏 と 登戸 まち なか遊縁地の事務局などを行 っ ている佐々木 暁美氏 主導で交流空間を生 み出し た。  

   
 事前準備                  会場のSUGAR TIME COFFEEと 登戸 ２ 号線 

   
 チラ シを配布する                料理を提供する  
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 大 学生 が作成し たポスタ ー         集合写真 

 （ ６ ） 振り 返ろ う ［  12月 17日 （ 火 ） 18:30 - 21:00  @ 多摩区役所６ 階  ］  

  内容：  

  18:30 開会あいさ つ 

  18:35 こ れまでを 写真で振り 返る 

  18:45 全体で振り 返る 

  19:45 事務局よ り ／地域での活動窓口 の紹介 

  20:05 アン ケート 記入  

  20:10 交流会 

  21:00 閉会 

 約２ ヶ 月 半のプログラ ムの振り 返り 会を 開催し た。 写真で一 連のプロ グラ ムを 振り 返っ た後、 全体で「 た 

 まなびの感想は？」 「 たまなびを 通じ てでき たこ と っ て？」 「 今後にどのよ う につなげたい？」 と いっ た投 

 げかけから 意見 交換を 進めた。 今後の多摩区内での活動のき っ かけの一 つと し て、 多摩SDCの活動の紹介を  

 現在活動中の大 学生 から 説明し ても ら う 時間も 設けた。  

 最後に、 多摩SDCの学生 も 残っ た上で交流の時間を つく り 、 一 連のプロ グラ ムを 終了し た。  

   
 意見 交換                 多摩SDCの活動紹介 
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 ４  アンケート  

 ［  第１ 回 ］ 10名回答 

 A.今回の講座の感想を お聞かせく ださ い 
 ・ 普段話をし ない他大 学で学年も 違う 人 たちと 会話をするこ と ができ ていい時間だっ た。 他者と の意見 交換は自 分にない視点を得る 

 こ と ができ と ても ためになっ た。  

 ・ 他学生 の学生 さ んと 「 食 」 と いう テーマで話し 合う こ と ができてと ても 新鮮でし た。 同じ テーマでも食 べる・ 作る・ 体験する・ 紹 

 介するなど色 々な視点があり と ても 楽し かっ たです。  

 ・ 料理づく り に興味を持っ て参加し たのですが、 同じ よう な人 も いたり 、 多摩を知り たいと 思っ てきた人 など色 々な人 がいて話をし  

 ていてと ても 楽し かっ たです。  

 ・ 最初のお話であっ た「 周り と 違う 時間を過ごす」 と いう 言 葉がすごく ひびいて、 何かをやり たい、 始めたいと 思う 時はみんなも 感 

 じ 取るこ と ができ る気づきを見 つけるのではなく 、 自 分だけの気づきや感じ 方 を大 切にするこ と が必要と 知り まし た。  

 ・ 多摩区はのら ぼう 菜や梨が有名であるこ と を初めて知っ た。 普段区内を歩いていて農園に出会っ た記憶はないので今回を機に見 て 

 いき たいと 思っ た。  

 ・ 学生 達で主体的にイ ベント を作り 、 イ ベント を成功さ せるこ と ができて良かっ たです。 食 に関連し てどんなこ と が出来そう かを話 

 し 合っ てみたら色 々な案が出てきたのでこ れから を想像し てワク ワク し まし た。  

 ・ 様々なメ ンバーの話を聞く こ と が出来て良かっ た。 多摩区、 登戸 遊園を日 常的に利用 し ない人 も いたので、 まずは自 分たちに需要 

 のあるコ ンテンツにし ていき たい。  

 ・ 地域についての特産物や取り 組みについて細かく 知れた。 メ ンバーの方 と の交流も 出来ていい時間でし た。  

 ・ 多摩地区の新たな魅力 や野菜について知るこ と ができ 、 こ れから そこ を深めていく こ と が楽し みになり まし た。  

 B.今日 の学び、 気づき を お書き く ださ い 
 ・ 多摩にも その地域の特産品みたいなも のが存在し ていてびっ く り し た。  

 ・ 多摩区にフ ォ ーカ スし て話すこ と がなかっ たので、 学生 中に周り も 巡っ たり 通学路も 散歩し てみたり でき るのにでき ていないこ と  

 が沢山 あると 気付かさ れまし た。  

 ・ 多摩のこ と 全然知ら ないと いう こ と に気づきまし た。 みなさ んが多摩の魅力 をたく さ ん伝えてく れたので今度下車 し て散策し てみ 

 たいと 思います！ 

 ・ 自 分で考えるだけでは自 分の興味のある部分し か深く 考えるこ と ができ ないですが、 人 と 対話すると 様々な角 度で１ つの物事を捉 

 えるこ と ができ 、 新たな価値を生 み出すこ と ができると 感じ まし た。  

 ・ 多摩区独自 ののら ぼう 菜や梨が有名であり 、 市内にはワイ ナリ ーがあるこ と も 知っ た。 川崎は工 業のイ メ ージが強いため、 そのよ 

 う なこ と は知ら ず驚いた。  

 ・ 多摩にはたく さ んの地元で作ら れている特産品があると 知り まし た。 また、 グループディ スカ ッ ショ ンを通じ て自 分が考えている 

 考えと は違う 面 白 い案も あり 、 物事を色 々な面 から 考えるこ と の大 切さ に気付かさ れまし た。  

 ・ 自 分の生 活圏内でも なんと なく 利用 し ていたり 、 なんと なく 通り すぎたり し ていて、 意外と 知ら ないこ と が多いなと 思いまし た。  

 少し 明日 から 地域を見 る視点が変わり そう です。  

 ・ 日 頃から 感じ ていた、 駅を大 学の利用 のみになっ ている。 と いう こ と を実感さ せら れた。 一 方 で、 まちを巡っ てみて飲食 店を発見  

 し よう と いう 意見 やすでに行 っ ている人 も いたり し て街にある魅力 を伝えら れるよう にし たい 

 ・ 自 分が知ら ないだけで多摩区の魅力 がたく さ んあるこ と 。 知ら れていない光の部分も ある。  

 ・ のら ぼう 菜、 梨が多摩区の名産であるこ と を知り まし た。 また、 地域の中には「 食 」 の魅力 発信に向けて動いている人 達が多く い 

 たこ と に驚きまし た。 また、 多摩区と 関わり のある人 が多かっ たこ と が意外でし た。  
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 C.その他、 自 由にお書き く ださ い 
 ・ と ても 充実し た時間でし た。 あり がと う ございまし た。 のら ぼう 菜を調べて食 べてみたいです！ 

 ・ 人 と 話すこ と で自 分の考えを固めたり 変えるこ と ができ、 楽し かっ たです。  

 ・ 他大 学、 他学年と 自 由に会話ができ る場、 貴重で楽し かっ たです。 3ヶ月 間よろ し く お願いし ます！ 

 ・ 私は料理をするこ と が好きなので、 得意を生 かし て地域の魅力 をより 広く 発信できると いいなと 思っ ています！！ 

 ・ グループワーク の中で、 こ れから の活動や「 食 」 の活動について様々な案が出たので、 こ れから の取り 組みや最終的にどんな形と  

 し て完成するのかと ても 楽し みです。 他の学生 と そこ を作り 上げていく こ と 、 交流を深めていく こ と を楽し みたいと 思います。  

 ［  第６ 回 ］ ８ 名回答 

 A.たまなび全体を 通じ 、 気づき 、 感想などを お聞かせく ださ い 
 ・ 自 分は本番であっ た日 に体調不良で参加できず、 そこ だけ本当に残念です。 また、 リ ベンジと いう こ と で次の機会に参加さ せて欲 

 し いなと 感じ まし た。  

 ・ 地域の活動に参加するこ と が中学校頃から 全く なかっ たので、 今回参加し て地域の温かさ を感じ たのと 、 調べていなかっ ただけで 

 学生 のみで行 っ ている活動がたく さ んあるこ と を知り まし た。  

 ・ 今までの自 分だっ たら 声をかけづら いな、 どう 対応し たら 良いかわから ないなと いう 人 がいたと きにこ う すれば良かっ たんだと 思 

 う こ と がたく さ んあっ たので今後の生 活にいかし ていき たいと 思いまし た。  

 ・ 料理を知ら ない人 に提供する責任感や当日 に間に合わせるこ と などを学んで、 最終的にう まく 終了さ せるこ と ができ て良かっ た。  

 多摩区ののら ぼう 菜や梨などに関わるこ と がなければ知ら なかっ たこ と を知れて良かっ た。  

 ・ 学生 達で主体的にイ ベント を作り 、 イ ベント を成功さ せるこ と ができて良かっ たです。  

 ・ 向ヶ 丘遊園や登戸 など、 私にと っ て通過点でし かなかっ た地域について深く 知るこ と ができ 、 少し でも 地域コ ミ ュ ニティ に参加で 

 きた点ですごく 実り のある活動でし た！私自 身 、 百合ヶ 丘で20年暮ら し てきて百合ヶ 丘でバイ ト をし ていて、 自 分の地域のこ と に 

 ついては知る機会も 多かっ たのですが少し 行 っ たと こ ろ にこ んなに素敵な場所があるんだ！と 大 発見 でし た！ 

 ・ 食 の観点から 多摩区を見 るこ と ができたこ と が新鮮でし た。 また３ 大 学で交流する機会は日 常ではないので、 こ のよう な機会で集 

 まれるこ と ができ て良かっ た。 今後、 何かの拡がり があると 良いと 思う 。  

 ・ まず大 きな収穫と し て地域の農家や人 々と こ んなに関わり を持てたこ と に新たな経験が得ら れた。 地域にこ れだけ色 々な場所があ 

 るこ と や多摩区周辺の人 々の温かさ も 感じ ら れた。 多摩区っ てと ても 良い場所だなと 思えた。  

 B.その他、 全体を 通じ て自 由にお書き く ださ い 
 ・ 自 分から では地域のこ と について調べる機会も ないし 、 特産品なども 知るこ と がなかっ たので、 それをこ こ で知れたのはと ても大  

 きな機会で感謝し ています。  

 ・ 今回は多摩区への活動も し まし たが、 今後は大 学側での活動や自 分の住む地域での活動に目 を向けたいなと 思いまし た。  

 ・ たまなびに参加し て地域でこ んなこ と やっ てみたい、 地域を知り たいと 思っ たと き は、 1人 で行 動するのではなく みんなで話し 合 

 いを重ねる事で良いも のができ るなと 感じ まし た。  

 ・ 活動を通し て至 ら ぬ点が多々あり まし た。 サポート し てく ださ り あり がと う ございます。  

 ・ 多摩区の人 の温かさ をイ ベント でより 感じ るこ と ができまし た。 また市のボラ ンティ ア等の活動にも 興味を持ちまし た。 市政にも  

 関心 を持ちまし た。  

 ・ 途中で参加し なく なっ てし まっ た方 がいたが、 欠 席なのか離脱するのかがわから なく 、 その方 に役割を振っ ていいのか分から ず、  

 少し 困っ たのでメ ンバー同士 の連絡手 段は何か他の方 法を考えておく べき だっ たかも し れないと 思っ た。  

 ・ 自 分たちで料理を提供し 、 喜んでも ら えたと いう こ と が初めてでと ても 良かっ た。 また、 当日 に80人 近く を道での声かけで集めら  

 れたこ と も 良い経験であっ た。 自 分たちでレシピやチラ シを考え、 実践するこ と も 初めてであり 、 良い経験と なっ た。  
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 C.参加者募集の「 時期」 は適切でし たか？ 
 ・ 適切だっ た ６ （ 75% ）      ・ 適切ではなかっ た ２ （ 25% ）  

 適切ではなかっ たと 書いた方 の自 由記入 ：  

 ・ 望まし い時期 : 少し 早めに、 食 材の準備等 

 ・ 望まし い時期 : 今回の募集期間が夏季休暇中だっ たので、 夏季休暇前などに募集開始でき ると 良いのではないかと 思う  

 D.参加者募集の「 期間」 は適切でし たか？ 
 ・ 適切だっ た ８ （ 100% ）  

 E.プロ グラ ムの「 実施期間」 「 回数」 「 時間帯」 などは適切でし たか？ 
 ・ 適切だっ た ８ （ 100% ）  

 自 由意見 ：  

 ・ 土 日 などを中心 にし ていただけると も っ と 参加できたかなと は思いますが、 遠く に住んでいる方 も いると 思いますので、 難し いな 

 と 感じ まし た 

 ・ も う 少し 多く ても 良かっ たかな？と 思います 

 ・ も う 少し 活動回数があっ たら 、 も っ と 普段関わら ない皆と 仲良く なれるのかな…と 思いまし た 

 ・ も う 少し 回数があると 参加者と より 関係を築く こ と ができ たのではと も 思っ た 

 F.地域と の関わり が増える要素についてアイ デアがあれば教えてく ださ い 
 ・ 大 学の掲示 板にチラ シを貼るのも いいと 思います。  

 ・ 小 ・ 中学校でイ ベント を開催し たり 、 近く の公園などで◯◯フ ェ アなどのイ ベント を行 っ たり すると より 、 コ ミ ュ ニティ が増える 

 かなと 思います。 個人 的には小 学生 などの小 さ なお子 さ んだけでなく 、 高 校生 や大 学生 などのあまり 地域の活動に参加し ないよう  

 な年代に参加し ても ら う イ ベント があると いいなと 思いまし た。  

 ・ 学生 は学校以外で気軽に立 ち寄れるサード プレイ ス的なも のを欲し がっ ている人 が多いなと 感じ ているので、 勉強やお話がし やす 

 い地域の場所やお店を大 学の学祭や地域のお祭り で紹介し ても ら いたいなと 思いまし た。  

 ・ 積極的に関わり に行 く 。 お祭り に行 っ たり 、 歩いて回っ たり し て地域について知る 

 ・ 大 学生 達が地元の方 々の手 伝いなどをでき る活動 

 ・ 地域の人 し か知ら ない情報をも っ と たく さ んの人 に知ら せら れるコ ンテンツや機会があれば良いなと 思いまし た！ 

 ・ 既に地域にあるコ ンテンツで学生 が参加し 易そう なも のを学生 に届けら れる手 段が確立 でき ると 良いと 思う 。  

  例） 大 学の広報課を通し てチラ シの掲示 、 地域団体・ サーク ル等への呼びかけ 

 ・ 自 分的に子 ども 達と 関わるこ と ができるイ ベント があると 良い。  

 G. 来年度のたまなびがどのよう なテーマ・ 内容だっ たら 参加し たい・ オススメ し たいですか？ 
 ・ 同じ 内容でも 違う 内容でも 参加し たいです！ 

 ・ 子 ども食 堂をやっ てみたいです。 スポーツイ ベント なども 楽し そう だなと 感じ ます。  

 ・ フ ィ ールド ワーク 多めで、 今回同様、 地域の魅力 を知るこ と ができ る内容。  

 ・ 同じ よう に食 について考える食 育 

 ・ 地域を活性化さ せら れる内容、 たく さ んの人 々と 関わるこ と ができ る活動 

 ・ 食 について、 も っ と 深掘り でき そう だなと 思いまし た！今回のよう に地域の人 と 関われる機会があれば！！ 

 ・ 自 分も 何か関われそう と 感じ ら れるテーマの内容 

  1. ◯◯学部の人 であれば〜のよう なこ と ができる。 こ と を示 す 

  2.地域と 関われると どのよう なこ と が出来るかを示 す など 

 ・  子 ども と 触れ合う 。 楽し む。  
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 ５  本事業のまと め 

 今年度のたまなびは、 昨年度までの多摩SDCと の協働によ る取り 組みから 形を 変え、 改めて多摩区役所企 

 画課主導の「 たまなび」 と し 、 多摩区にゆかり のある ３ 大 学の学生 のみを 対象と する プログラ ムと し た。 ま  

 た、 新たなテーマ「 多摩区の「 食 」 を 楽し も う 」 を 設定する こ と で、 全体のプロ グラ ムも 大 き く 変化し 、 地 

 域のプレ イ ヤーを たまなびのサポータ ーと し て複数名迎え入 れ、 主に多摩区の「 食 」 に興味のある大 学生 が 

 参加する 企画と なっ た。  

 「 食 」 と いう テーマに対応する 為、 多摩区にゆかり のある 地域のプレ イ ヤーの方 々を サポータ ーに選定し  

 た。 かわさ き ・ 食 と 農のコ ミ ュ ニティ 代表の清水 まゆみ氏 は、 川崎市の「 農」 の事情に詳し く 、 多摩区の伝 

 統野菜のら ぼう 菜の普及に尽力 も し ている。 ミ シュ ラ ン のビ ブグルマン にも 選ばれているフ ラ ン ス料理店 

 ディ アロ グ・ オーナーシェ フ の好井祐輔氏 は、 多摩区にある自 宅を 時々開放し 、 夫婦共にサロン 的な活用  

 や、 料理教室の開催などを行 う など、 地域への貢献に強い関心 を 持たれている 。 そし てスミ ナツ コ 氏 は、 多 

 摩区PRアンバサダーと し ての活躍や、 地域コ ミ ュ ニティ 活動への精力 的な貢献などを 多く 行 い、 地域の中 

 でも 顔の広いデザイ ナーである。 また、 多摩区内で実施さ れるお祭り などのイ ベント へ出店する のではな  

 く 、 参加大 学生 がメ イ ン で実施する企画と し 、 地域に根ざし た「 SUGAR TIME COFFEE」 協力 で敷地の一  

 部を お借り し 、 日 常の延長 上でのイ ベン ト 実施と なっ た。  

 プロ グラ ムを 通じ て、 「 食 」 を 軸に、 多摩区の現状を 知る こ と や、 地域に様々な分野の面 白 いプレ イ ヤー 

 がいる こ と を 伝え、 参加大 学生 それぞれができ る こ と を 学び実践する 機会を生 み出し ていく こ と ができ た。  

 また、 今回サポータ ーと し て参加し た３ 名それぞれから 以下のよう な感想や意見 を いただいた。  

  ---------------------- 

  清水 まゆみ氏 ： 多摩区は大 学生 がまち にいる、 こ れは強み。 そし て今回のよう にまち 歩き と し て農家、 畑 

 を 訪問し たのは、 こ う し た仕掛けを し ないと なかなか実現し ないこ と と 強く 思っ ていま 

 す。 今回参加し てく れた学生 の皆さ んはすごく 前のめり の意識で回っ てく れていまし た。  

 それは日 々の「 食 」 につながる こ と 。 こ こ が大 事。 まちを 歩いて、 その先にどう 暮ら し が 

 変わる か.... . .時間軸が異なる農家の方 から 得る こ と はすごく 大 き いと 思います。 そのお手  

 伝いができ たこ と 、 感謝です。  

  好井 祐輔氏 ： と ても 良いプロ グラ ムだと 思いまし た。 希望者が全然集まら ないかも ？なんて思っ ていま 

 し たが、 き ちんと 集まり 、 人 数的にも 丁度良かっ たよ う に思います。 僕の経験の中では、  

 仕事が中心 で、 住んでいる 地域でこ のよ う な機会と の出会いが無かっ たから か、 羨まし い 

 気持ち と 、 地域（ 多摩区） から の若者への想いみたいなも のが伝わる と いいなぁ と 感じ ま 

 し た。 そし て、 こ れから も 続けていっ て欲し いなと 思います。  

  スミ ナツコ 氏 ： 忙し い学生 生 活や遠いエリ アから も 興味を も っ て参加を し てく れる こ と が嬉し い。 告知が 

 ギリ ギリ であっ た為、 も っ と 多く の学生 に届けら れる よう 、 そこ を 改善でき たら 良いで 

 す。 多摩区にただ通学と し て通っ ていた学生 が多摩区の街を 少し でも 身 近に感じ た良い機 

 会だっ た。 やる こ と があら かじ め割と 決まっ ているこ と はスケジュ ールや事業上仕方 がな 

 いと は思う が、 学生 の本当にやり たいこ と を じ っ く り 話合い、 探し 出し 、 やれる 機会も 作 

 れたら いいなと 感じ た。 フ ィ ールド ワーク の菅のまち 歩き 、 清水 さ んのお話、 農家めぐ  
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 り 、 竹 田 さ んのミ ラ イ ノ バ街中空き 地のお話など、 実際の現地で関わっ ている 話を 聞く の 

 はと ても よ かっ た。 実践回である 好井さ んの回も 、 プロのシェ フ が調理室を フ ル活用 し た 

 実践も 豪華でよ かっ た。 大 人 が一 生 懸命に取り 組む姿を見 るこ と ができ てよかっ たし 、  

 ミ ート ローフ にさ つまいも のデザート のレ シピ も 指導も し て多摩区の食 材で美味し く 素敵 

 にまと めてく れて素晴ら し かっ た！途中現れた協力 者のおかげでほこ みち を 使う こ と がで 

 き て広がり が生 まれてよかっ た。 発表会では準備も 本当にでき る かどう かド キド キし た 

 が、 当日 は見 事に100食 作り 提供し た学生 さ んたちは本当にすごいと 思っ た！現地でも 普 

 段お店の常連さ んも それ以外の通り すがり の初めてのかた、 近所のおばあちゃ んおじ さ  

 ん、 様々な方 に来ても ら い、 喜んでいて、 多摩区の食 でつながる地域の体験は豊かな時間 

 だと 感じ た。  

                      後  日 、   親  子   で  き   た  方   か  ら   感  想  頂  い  て  た  の  で  共  有  し   ま  す  「 学  生   が  ぎ  こ   ち   な  く   大   人   や  子   供  と   コ  

 ミ ュ ニケーショ ン を 取り 、 地域の魅力 を アピールするこ と は、 凄く 良いイ ベン ト だと 思う  

 ので、 継続的に実施頂く 事を 希望し ます」 。  

 以下に挙げる内容については、 次年度以降の改善・ 検討が必要と 思われる 点である 。  

 １ ｜募集時期の設定や実施頻度などの再考 

  今年度は、 ３ 大 学の学生 15名を 募集し たと こ ろ 、 12名の参加と なっ た。 当初予定から 、 募集開始から 終 

 了までの期間が夏季休暇と 被っ ており 、 チラ シやポスタ ーなどの広報物、 各大 学のポータ ルサイ ト での発信 

 などを行 っ たも のの、 定員には至 ら なかっ た。 事後アン ケート やヒ アリ ングから 、 夏季休暇前の情報発信で  

 あればよ り 集まり やすいと いう 意見 を 吸い上げる こ と ができ た。  

 ２ ｜実施頻度などの再考 

  また、 授業や就職活動、 アルバイ ト など、 繁忙な大 学生 活に考慮し て短期に集中さ せるプログラ ムを 実施 

 し たが、 参加大 学生 から は他大 学生 や地域の方 と の交流機会を 求める 声が多く 挙がっ ており 、 むし ろ 実施頻 

 度を 上げて交流機会を 増やすこ と を 望むも のであっ た。 本番に向けた準備のあたり から イ ン フ ルエン ザや風  

 邪などが猛威を ふるい、 参加大 学生 も ３ 、 ４ 回目 を 休む大 学生 が出てし まい、 そのまま来づら く なっ てし ま  

 う 大 学生 が３ 名ほど出てし まっ た。 実施回数を 増やす、 プロ グラ ム内で交流機会を 増やすなど、 大 学生 同士  

 がコ ミ ュ ニケーショ ン を より 取れる環境づく り が求めら れている 。  

 ３ ｜大 学生 が主体性を 持てる プロ セス  

  事後アンケート では、 地域でのフ ィ ールド ワーク の充実や地域を よ り 深掘り する機会、 お祭り ・ イ ベント  

 などへの参加、 地域の子 ども と の触れ合いなど、 参加大 学生 が積極的に関わっ ていく プログラ ムを 望む声が 

 上がっ ている一 方 、 今回のプログラ ムの中では、 第２ 回、 第３ 回の間で設定し たフ ィ ールド ワーク や、 レ シ  

 ピ づく り の取り 組み、 イ ベン ト の企画などの場面 で、 大 学生 の積極性が感じ ら れない場面 も 多く 見 ら れた。  

 ５ ー２ で挙げている大 学生 同士 のコ ミ ュ ニケーショ ン 不足 や、 情報共有手 段など意思疎通の不足 など、 運営 

 面 や、 プロ グラ ムの仕掛け方 などである程度カ バーでき た可能性も ある為、 次年度以降は大 学生 がよ り 主体 

 的に取り 組むこ と のでき るプロセスづく り の検討が必要である。  
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 ６  今後に向けて 

 最後に本事業の今後に向けた展望を示 す。  

 １ ｜「 食 」 と いう テーマの掘り 下げを行 う  

  今年度のテーマ「 多摩区の「 食 」 を 楽し も う 」 は、 農地が多く 、 野菜や卵などが豊富に生 産さ れている  

 「 多摩区」 を 知る 機会と し ても 良いテーマ選定であり 、 また地域で「 食 」 にまつわる プレ イ ヤーも 多く いる  

 こ と や、 地域の魅力 を大 学生 が広める ツールと し ても 分かり やすく 、 大 学生 が地域に目 を 向ける き っ かけと  

 し ても 比 較的入 り やすい（ ハード ルの低い） も のであっ た。  

  次年度以降「 スポーツ 」 「 歴史」 「 子 ども 」 「 文 化（ カ ルチャ ー） 」 など、 別の切り 口 でのテーマ設定で  

 の展開も 考えら れるが、 ５ ー３ にある よ う な大 学生 が主体的に取り 組むこ と のでき る プロセスを つく る 上で  

 は、 引き 続き 「 食 」 を 掘り 下げていく 、 大 学生 が地域を 知り 、 興味を 持ち、 関わっ ていき たい・ も っ と 知り  

 たいと 思える プロ グラ ムに昇華し ていく こ と ができ る と 良い。 例えば以下に挙げるよ う な要素を プロ グラ ム 

 に加えていけると 良い。  

  ・ 大 学生 が「 地域のフ ィ ールド ワーク 」 を する こ と を 主軸に、 多摩区の「 農」 の掘り 下げを行 っ ていく  

   ex） 多摩区の直売所やスーパーなどを 調べてまわり 、 健康的に「 食 」 に触れら れる データ ベースを 作る  

  ・ 多摩区の食 材を 使っ たレ シピ を 、 様々な飲食 店と 協力 し て開発し て振る 舞う  

  ・ 多摩区の「 食 」 にまつわる様々な人 を 探し 、 イ ン タ ビュ ーを行 っ ていく  

  ・ 大 学のゼミ や研究室の「 食 」 のテーマを お借り し て、 ３ 大 学の学生 なり に地域の中で掘り 下げてみる  

 ２ ｜複数の地域活動の受け皿 を 設定する  

  昨年度の報告書でも 触れら れている が、 大 学生 の地域参加は、 ゼミ と し てのフ ィ ールド ワーク や研究等に 

 よ る関わり や、 多摩SDCを 始めと し た地域活動、 ミ ラ イ ノ バで行 われているのぼり と 園芸部など、 研究室単 

 位から 個人 単位まで、 幅広い可能性がすでにある も のの、 ３ 大 学の大 学生 にまだまだ伝わっ ていないのが現 

 状である 。 今年度の「 たまなび」 でも 、 プロ グラ ムの中で様々な地域活動に触れる機会を 直接的・ 間接的に 

 展開し たが、 引き 続き 、 大 学生 から見 た時に地域に可能性を 感じ ら れる 仕掛けや受け皿 を 設定し ていく こ と  

 ができ る と 良い。  

 ３ ｜参加者が「 自 分ごと 」 と し てまち に関わり 思考する 「 余白 」 のある プロ グラ ム 

  昨年度の報告書にも 通じ る と こ ろ ではある が、 イ ン プッ ト （ 知る、 調べる 、 地域の人 と 交流する） に充て  

 る 時間が全体のプログラ ムの中ではどう し ても 多く なっ てし まい、 大 学生 が能動的にまちに関わっ て思考す 

 る 「 余白 」 が少なく なっ てし まっ ていた。  

  次年度以降は募集時期を大 学の夏季休業の前に行 い、 休業明けなる べく 早い時期から の実施と する こ と で  

 プログラ ムに余裕を 持たせ、 イ ン プッ ト 期間の後に、 大 学生 がよ り 自 主的に動いていけるよ う な設計を行 っ  

 ていける と 良い。 なお、 自 由度が高 すぎると 何を し て良いか分から ない大 学生 や、 不十 分な大 学生 同士 の交 

 流の為に積極的になれない大 学生 が出てく る 可能性はある為、 バラ ン スの取り 方 は重要である。  

 ４ ｜プロ グラ ムに地域の大 人 と の接点を 積極的に導入 し ていく  

  今年度関わっ ても ら っ たサポータ ーの３ 名や、 地域活動の実践者の方 々、 イ ベント に遊びに来てく れた地 

 域の方 々は、 総じ て大 学生 が地域に関わるこ と に好意的であり 、 交流でき る こ と を 楽し み、 積極的にプログ 
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 ラ ムづく り に伴走 し てく れていたこ と から 、 大 学生 の地域参加の間口 を 広げてく れる 可能性を 感じ る こ と が 

 でき た。 地域の色 んな大 人 に触れる機会は、 大 学生 の将来の選択肢を 増やすき っ かけにも なっ ていた。  

  次年度以降の「 たまなび」 では今年度以上に、 地域の大 人 が参画し 、 様々なスキルを 活かし ても ら う こ と  

 で、 「 たまなび」 参加後、 大 学生 が地域に参加し たいと 思える プログラ ムに成長 さ せら れると 良い。  

 以上 
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 ７  資料編 

 （ １ ） 募集チラ シ 
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 （ ２ ） 第１ 回｜映写資料 
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 （ ２ ） 第３ 回｜映写資料 
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 （ ３ ） 第６ 回｜映写資料 
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 （ ４ ） イ ベン ト のチラ シ、 リ ーフ レ ッ ト  
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